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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望

に
満
ち
た
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
人
吉
が
市
政
を
施
行
し
て
70
年
目
を
迎

え
ま
す
。「
過
去
を
温
め
て
新
し
き
を
知
る
」
を
70

周
年
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
と
し
、
本
市
の
更
な
る
飛

躍
と
発
展
の
契
機
と
す
る
べ
く
式
典
や
記
念
行
事
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
最
大
の
使
命
は
、
先
人

た
ち
が
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
歴
史
、
文
化
、
自

然
、
生
活
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。
私
た

ち
が
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
肥
薩
線
も
１
０
０
年

の
歴
史
を
越
え
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
産
業
遺

産
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
昨
年
末
に
は
人
吉
鉄
道
観
光
案
内
人
会
が
主

体
と
な
っ
て
進
め
て
お
り
ま
し
た
「
肥
薩
線
の
情
熱

活
動
」
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未

来
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
い
う
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
、
世
界
遺
産
と
い
う
大
き
な
夢
に
希
望
の
光

が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
人
を
尊
び
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
も
の
を

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ

を
守
り
な
が
ら
上
手
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
私

た
ち
の
生
活
の
糧
と
も
な
り
え
る
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
今
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
短
期

の
計
画
と
、
子
や
孫
の
代
に
な
っ
て
も
こ
の
地
で

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
中
期
お
よ

び
長
期
計
画
を
同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

活
気
に
満
ち
、
活
力
あ
ふ
れ
る
市
民
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
、
今
年
も
引
き
続
き
積
極
的
に
行
政

改
革
を
推
進
し
、
農
業
、
観
光
、
企
業
誘
致
を
機
軸

と
し
て
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で
、
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

人
吉
市
長　

田
中
信
孝

新
年
あ
け
ま
し
て

     

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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正
月
三
が
日
最
後
の
１
月
３
日
、

「
平
成
23
年
度
人
吉
市
成
人
式
」
が

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、
新

成
人
た
ち
が
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
３
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
が
対
象
で
、
人
吉
市
で
は
、

男
２
０
０
人
、
女
２
０
５
人
の
計

４
０
５
人
が
該
当
（
平
成
23
年
12
月

１
日
現
在
）。
式
に
は
３
４
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
成
人
自
ら
に
よ
る
手
作

り
の
式
典
が
、
実
行
委
員
に
よ
っ
て

進
行
。
出
身
小
中
学
校
の
恩
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が
流
れ
る

と
、
懐
か
し
い
先
生
の
顔
に
拍
手
や

歓
声
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
小

笠
原
賢
治
さ
ん
が
「
大
人
の
先
輩
と

し
て
二
つ
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。
素

敵
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
命

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
あ

ふ
れ
る
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
話
さ

れ
、
新
成
人
に
エ
ー
ル
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
実
行
委
員

長
の
中
武
忠
秀
さ
ん
が
「
人
吉
で
生

ま
れ
、育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

明
る
い
社
会
を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
る
と
、
新
成
人
た
ち
は
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
「
く
ま
モ
ン
」

も
祝
福
に
駆
け
つ
け
、
新
成
人
か
ら

大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

二十歳の君へ
これまで育ててもらった感謝の気持ちと、大人としての新たな決意を胸に、人吉市では今年も多くの若者が
成人式を迎えました。夢と希望に満ちあふれた彼らの未来を、わたしたちは応援します。

  新成人
応援特集

突然会場に現れたくまモン。サプ
ライズな演出に会場が沸きました

市長から新成人へ記念品を贈呈。
日隠ひとみさんが受け取りました

司会を務めたのは、実行委員の石
橋由貴さんと平井早紀さん

成人式の企画や進行を担った実行
委員の皆さん。お疲れさまでした

二十歳の門出 ―平成 23 年度 人吉市成人式―

二十歳の笑顔 成人を迎えた喜びや友との再会に、会場には新成人
たちの笑顔があふれていました。

もっとキレイに
なります！

これからの日本を
盛り上げたいです！

飲酒運転は絶対
しません！

立派に自立した
いと思います

い
つ
ま
で
も

仲
間
で
す
！

精
神
的
に
は
ま
だ
ま
だ

子
ど
も
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
磨
い
て
い
き
ま
す

▲友人との久しぶりの再会に、
　　　　　　思わず笑顔がこぼれます

▲ 晴れ姿をパチリ。
あちこちで記念撮影
大会が始まります

▲くまモンは記念撮影にひっぱりだこ

▼中原小学校の卒業生はみんなでタイムカプセルを開けました

▼人力車も新成人の門出

に花を添えました

新成人応援特集　　二十歳の君へ
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人
吉
出
身
の
著
名
人
が
語
る
、「
私
は
こ
ん
な
二
十
歳
で
し
た
…
…
」

二
十
歳
の
思
い

田
中
市
長
と
人
吉
市
出
身
の
著
名
人
の
方
に
、
ど
ん
な
二
十
歳
だ
っ
た
の
か
聞
い
て
み
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
秘
蔵
写
真
と
、
新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

① 20 歳のころは何をしていましたか？
②どんな大人になりたいと思っていましたか？
③そのとき思った大人になれましたか？
④人吉の新成人にメッセージを！

質問内容

➊勉強？と合気道に汗を流し、ユネスコ研究会
で人権問題を研究。シコッとりました。
➋昭和の哲学者・安倍能

よししげ

成先生の教え「正直第
一」の大人になることを決意？しました。
➌機会あるたびに「正直第一」の鏡に自分の判
断や行動を映していますが、反省しきりです。
➍社会に必要とされる立派な人間になってほ
しいです。その人間像は、１.美しいあいさつ。
２.感謝。３.正直。４.整理整頓。５.優しさ。６.笑
顔と夢がある。人生を楽しみましょう。

田中 信孝
64 歳
人吉市長

桑原 俊さん

　大学で体操競技に没頭していま
した。
➋日本代表のオリンピック選手に
なりたいと思っていました。そして
金メダルを取り、親孝行のできる大
人になりたいと思っていました。
➌まだですね。今までオリンピッ
ク出場のチャンスが二度ありまし
たが、どちらも駄目でした。今年
のロンドンオリンピックに出場
し、金メダルを取って実現させた
いです。
➍小さな目標でもかまいません。
いくつになっても自分の目標が言
える大人へと成長してください。

➊熊本の専門学校で福祉の勉強をしていました。歌手の夢は諦めてい
たけど、歌は大好きでカラオケによく行っていました。
➋福祉の道を究めて、仕事ができるかっこいい大人になりたいと思っ
ていました。でも心のどこかで、歌手になりたいと思っていました。
➌そのころ思っていたのとは違う道になったけど、本当にやりたかっ
たことができています。
➍夢を持って、自分の人生を諦めないでください。私も一度は歌手の
夢を諦めましたが、20歳を過ぎてからまた追いかけました。若いう
ちは失敗しても修正できます！

天
あ ま ね

音 美
み ひ ろ

広さん

26 歳
シンガーソング
ライター

昨 年12月 ７ 日 に
シングル「泣

なきづき

月」
で全国デビュー

内村 光
て る よ し

良さん

47 歳
お笑いタレント

➊ちょうど20歳の時「お笑いス
ター誕生」という番組でデビュー
しました。
➋とにかく映画をつくりたいと思っ
ていました。そして、その業界に
入りたいと願っていました。
➌同じ業界には何とか入れたかなぁ
と思っています。近いようで遠い
ようで近いような。
➍これからの20代が一番自由で
伸びやかで、そして、同時に社会
の厳しさも知っていく時代だと思
います。努力を忘れず、自分の目
標に突き進んでいってください。

➊東京芸術大学の学生でした。音楽については
分からないことばかりで、同級生たちが特別な
人に思え、早く追いつけるよう勉強していました。
➋その時を「一所懸命」に生きることだけを考え
ていて、理想を描くことはありませんでした。
　今までのところは、それほど悪い人生ではない
と思っています。
➍誰でも、今が一番若いのです。瞬間を大切に
生きていくならば、きっと良いことがあると思い
ます。一度しかない人生を大切に生きてください。

水野 貴子さん

52歳
ソプラノ歌手
東京音楽大学教授

日本人初のチャイコ
フスキー国際音楽コ
ンクール入賞者

学
校
の
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
中
に
パ
チ
リ

実
家
の
酒
屋
を
手
伝
っ
て

　
　
　
　
　

い
る
と
き
の
１
コ
マ

な
か
な
か
の
イ
ケ
メ
ン
？

大会で団体優勝し、
　　　　チームメートと一緒に

30 歳　
体操選手
　2010 広州アジア大会
　鉄棒銅メダリスト

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
！

副
賞
の
研
修
旅
行
で
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
て

新成人応援特集　　二十歳の君へ
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くまモンも受験したモン！
第３回人吉球磨検定

官民一体で人吉を売り込め
「人吉球磨の味めぐり」都庁で開催

歴史的名園が姿を現す
お庭御覧

肥薩線を未来へ―。
鉄道観光案内人会未来遺産に登録

　

12
月
26
日
に
、
人
吉
鉄
道
観
光
案
内

人
会
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺

産
と
は
、
未
来
に
伝
え
た
い
地
域
の
文

化
・
自
然
遺
産
を
守
る
市
民
の
活
動
を

応
援
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
。
同
会
は

国
鉄
Ｏ
Ｂ
や
そ
の
家
族
な
ど
20
人
で
活

動
し
、
人
吉
駅
の
機
関
庫
や
転
車
台
な

ど
の
案
内
や
小
中
学
校
で
の
出
前
講
座

と
い
っ
た
活
動
を
通
し
肥
薩
線
を
語
り

継
ぐ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
会
の
立
山
会
長
は
「
地
道
に
一
生

懸
命
や
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て

う
れ
し
い
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
」と
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
作
庭
家
・
野
村
勘

治
氏
を
講
師
に
迎
え
、
日
本
庭
園
の
楽

し
み
方
や
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ

「
お
庭
御
覧
」
が
11
月
26
・
27
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
人
吉
城
御み

た
ち館

跡
庭
園
で
臨
地

講
習
が
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
約
40
人

が
参
加
。
野
村
氏
の
指
示
で
造
園
業
者

が
生
い
茂
っ
た
木
々
を
取
り
除
く
と
、

石
組
や
池
に
浮
か
ぶ
中
島
な
ど
庭
本
来

の
姿
が
現
れ
ま
し
た
。
最
後
に
野
村
氏

が
「
思
い
も
よ
ら
な
い
名
園
が
浮
か
び

上
が
っ
た
」
と
評
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
。
２
日
目
は
青
井
阿
蘇
神
社
隣
の
旧

青
井
大
宮
司
邸
庭
園
を
は
じ
め
、
市
内

の
名
園
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
の
文
化
や
歴
史
、
自
然
な

ど
の
知
識
を
問
う
人
吉
球
磨
検
定
が
11

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
93
人
が
挑
戦
し

ま
し
た
。
第
３
回
と
な
る
今
回
は
人
吉

市
と
熊
本
市
の
２
会
場
で
行
わ
れ
、「
超

難
関
」
と
い
う
１
級
の
試
験
も
初
め
て

実
施
。

　

人
吉
会
場
に
は
、「
合
格
」
の
鉢
巻
き

を
締
め
た
く
ま
モ
ン
も
現
れ
、
３
級
を

実
際
に
受
験
し
ま
し
た
。
受
験
勉
強
を

重
ね
て
き
た
と
い
う
く
ま
モ
ン
で
す
が
、

途
中
鉛
筆
を
転
が
す
場
面
も
…
…
。
受

験
後
は
「
ま
す
ま
す
人
吉
球
磨
の
こ
と

が
好
き
に
な
っ
た
モ
ン
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
、
１
０
０
点
満
点
中
92

点
で
、
見
事
合
格
し
た
そ
う
で
す
。

　

11
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
1
週

間
、
東
京
都
庁
で
人
吉
球
磨
の
物
産
・

観
光
フ
ェ
ア「
人
吉
球
磨
の
味
め
ぐ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
生
キ
ク
ラ
ゲ
や
漬
物
な

ど
が
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
市
を
中
心
と
し
て
、

人
吉
温
泉
観
光
協
会
や
物
産
振
興
協

会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ど
が
連
携
し
、
物

産
品
は
も
と
よ
り
人
吉
全
体
を
売
り
込

も
う
と
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
来
場
者
に
は
郡
市
内
出
身
の
方
も

多
く
、
故
郷
の
物
産
品
や
飛
び
交
う
球

磨
弁
を
懐
か
し
が
る
場
面
も
。
今
回
の

好
評
を
受
け
、
人
吉
市
で
は
今
年
も
同

様
の
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 二十歳の決意

成人式を迎え、大人の仲間入りを果たした若者たち。新たな決意を胸に、これから始まる大人と
いうステージに向かって歩き始めた新成人二人に話を聞きました。

　

成
人
式
の
準
備
に
汗
を
流
し
た
実

行
委
員
の
中
で
、
委
員
長
の
大
役
を

務
め
た
の
が
忠
秀
さ
ん
で
す
。

　

そ
ん
な
彼
の
仕
事
は
、
観
光
客
ら

を
乗
せ
た
人
力
車
を
引
く
車
夫
〝
相

良
屋
鮎
太
郎
〟。
昨
年
、
人
吉
温
泉

観
光
協
会
が
行
っ
た
車
夫
の
募
集

に
「
地
元
を
知
る
に
は
い
い
機
会

だ
」
と
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
き
ち
ん

と
観
光
案
内
が
で
き
る
よ
う
、
青
井

阿
蘇
神
社
で
働
く
人
か
ら
話
を
聞
い

た
り
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集
め

て
勉
強
し
た
り
。
今
で
は
「
あ
る
程

度
は
人
吉
の
こ
と
を
語
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
な
」
と
笑
顔
。
そ
し
て
、

観
光
客
の
目
線
を
通
し
て
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
人
吉
の
魅
力
に
気
付

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
ま
じ
め
な
受

け
答
え
は
、
観
光
客
か
ら
も
評
判
。

忠
秀
さ
ん
も
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
い

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」
と
言
わ

れ
る
た
び
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
車
夫
業
務
も
２
月
末
ま

で
。
３
月
か
ら
は
、
市
内
の
学
習
塾

で
講
師
と
し
て
働
く
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。「
中
学
生
に
勉
強
を
教

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
講
師
は
初

め
て
な
の
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
の
は
楽
し
み

で
す
」
と
、
新
た
な
世
界
に
期
待
も

の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
人

吉
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
忠
秀
さ
ん
。

　

１
年
前
と
は
明
ら
か
に
違
う
ふ
る

さ
と
に
対
す
る
思
い
が
、
彼
の
中
に

は
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

そ
し
て
「
鏡
越
し
に
お
客
さ
ん
と
会

話
す
る
時
間
が
、
何
よ
り
楽
し
い
ん

で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

現
在
、
成
美
さ
ん
は
勤
務
し
な
が

ら
美
容
専
門
学
校
の
通
信
課
程
で
学

び
、
美
容
師
免
許
取
得
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
に
合
っ
た

ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
出
せ
る
美
容
師

に
な
り
た
い
。
そ
し
て
将
来
は
、
人

吉
で
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
お
店
を
持
ち
た
い
」。
彼

女
の
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
の
先
に
は
、
既

に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
映
し
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
成
美
さ
ん
の
髪
を

切
っ
て
く
れ
て
い
た
の
は
、
元
美
容

師
だ
っ
た
お
母
さ
ん
。
い
つ
も
自
分

を
か
わ
い
く
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん

に
憧
れ
、
高
校
生
の
時
に
今
の
職
場

で
あ
る
美
容
室
で
職
場
体
験
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
美
容
師
へ
の
思
い
は

い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
地
元
を
出
た
が
る

友
人
も
多
い
中
、「
家
族
と
人
吉
が

大
好
き
」
と
話
す
彼
女
は
迷
わ
ず
地

元
で
の
就
職
を
希
望
。
市
内
の
美
容

室
に
入
社
し
ま
す
。

　

働
き
始
め
て
も
う
す
ぐ
２
年
。
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
シ
ャ
ン
プ
ー

や
カ
ラ
ー
、
ブ
ロ
ー
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
成
美
さ
ん
。「
美
容
室
に
は
、

髪
型
だ
け
で
な
く
癒
し
を
求
め
て
来

ら
れ
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
私
も

で
き
る
範
囲
で
、
少
し
で
も
心
地
よ

大無田 成美さん（温泉町）
美容室アシスタント

大好きなこのまちで、思い描いた夢をかなえたい

ふるさとの魅力を、これからも伝えていきたい

中武 忠秀さん（鶴田町）
団体職員

新成人応援特集　　二十歳の君へ

連日大盛況となった東京都庁の会場 田中市長と喜びの握手を交わす立山会長

真剣に人吉球磨検定に取り組む受験者とくまモン 庭の見どころやポイントを解説する野村氏
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田野高原どんどや
そびえ立つ高さ 15m 以上の櫓

やぐら

。この櫓は地元住民有志の
手作業で組み立てられたものだ。年男・年女の面々が点火
すると瞬く間に炎が櫓を包む。組まれた竹が「パーン」とは
じける音が高原に響き渡り、田野高原が新春を迎える。

 新春伝統行事 P
フ ォ ト

hoto R
リ ポ ー ト

eport

昔むかし、大畑の山中で3人の娘が神隠しに遭った
という。その霊を慰め山の神を鎮めるために始まっ
た伝統行事。焼いた塩イワシをほおばりチャンバラ
を楽しむ子どもたちの姿は昔から変わらない。地域
の未来を担う子どもたちの無病息災を祈願する。

１＿高さ約 15m の櫓。
今年は復興の祈りも。
２＿辰年の年男・年女
が点火。３＿振る舞わ
れた豚汁で冷えた体を
温める。４＿地元住民
や帰省者など約 90 人
が集まった。５＿燃え
さかる炎。15 分 ほど
で櫓は燃え落ちた。

どんどやで豚汁を振る舞ったお二
人。「３月で田野小が休校になるの
で寂しくなります。今年は子どもた
ちの思い出づくりをしたい。早く（編
入先の）東間小の子どもたちと仲良
くなってほしいですね」

山の神まつり

2012 年は
こんな 1 年に！

2012 年は
こんな 1 年に！

大畑小の仲良し
3 人組。４月か
ら中学生になる
源嶋くんは「野
球 部 に 入 部 し
て、部活と勉強
をがんばりたい
です」

2
0

1
2

　
A

 H
appy N

e
w

 Y
e

a
r
!

2012

カ
ヌ
ー
初
漕
ぎ
会

石
水
寺
寒
行

2012 年は
こんな 1 年に！

第二中に 通う２人。
「体力をつけて、い
ろんなことにチャレ
ンジしたいです」（尾
曲さん）。「４月から
受験生なので、自覚
を持ちます。そして
部活動でもいい成績
を残したいです」（堀
野さん）

冷え込みが厳しくなる中、地域住民の無
病息災を願い、そして自らの心身を鍛え
るための修行の一つ。白い輪

わ げ さ

袈裟を掛け、
鈴やあんどんを手にした子どもたちが、
地域のみんなの幸せを願いながら寒さに
耐えて練り歩く。

　　元田 かよ子さん（左）
　　元田 弘恵さん（右）

大木 優希くん（左）
山口 右恭くん（中）
源嶋 悠

る か

魁くん（右）

尾曲 杏
きょうか

香さん（左）・堀野 祐香里さん（右）

球磨工業高校と人吉高校のカヌー部員
らが、普段から練習で使う球磨川に漕

こ

ぎ出す新春の恒例行事。水天宮での安
全祈願祭の後、塩や酒などでカヌーを
清め、力強いパドルさばきで球磨川を
漕ぎ進み今年１年の活躍を誓う。

2012 年は
こんな 1 年に！

全国屈指の強豪・
球磨工カヌー部の
新キャプテン。「日
頃の練習も優勝す
ることを想像しな
がら取り組み、チ
ーム内の意識を高
くして頑張りたい。
そして、日本一の
キャプテンになり
たいです！」

緒方 祐
ゆうせい

生さん

１＿山の神をまつっ
たほこらに手を合わ
せる子どもたち。
２＿まつりに欠かせ
な い 塩 イ ワ シ を 焼
く。３＿ほこらの前
で「エイエイオー！」
４＿紅白に分かれて
チャンバラ開始！

１＿高校総体・カナディアンフ
ォア 200m を制した球磨工の
メンバー。２＿最後は一斉に球
磨川に飛び込む！３＿球磨川下
り発船場の水天宮で安全祈願。

１、２＿本堂
に集まり、般
若心経を唱え
る 子 ど も た
ち。３＿６日
は上原田町方
面に向かって
出発。寒行は
３回に分けて
行う。

あけましておめでとうございます。今年も新年早々から、市内各地でたくさ
んの恒例行事が開催されました。古くから伝わるものから、これから伝統と
して受け継がれていくことになるものまで、４つの行事をご紹介します。

１ ２

３ ４ ５

１ ２

３

４

１

２３

１ ２
３

１/3（火）
田野高原

１/9（月）
大畑山中 １/6（金）

石水寺

１/2（月）
球磨川下り

発船場
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

平
成
24
年
度
就
学
援
助
制
度

浄
化
槽
設
置
の

補
助
申
請
は
お
早
め
に

宅
内
の
下
水
道
工
事
は

市
指
定
工
事
店
へ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中

学
生
が
い
る
家
庭
で
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
学
用

品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
生
活
保
護

法
の
要
保
護
世
帯
と
同
程
度
に
生

活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
次

の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
。

①
生
活
保
護
が
停
・
廃
止
さ
れ
て

い
る
世
帯
。

②
市
民
税
・
個
人
事
業
税
・
固
定

資
産
税
・
国
民
年
金
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
が
非
課
税
ま

た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯
。

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

世
帯
。

④
生
活
福
祉
資
金
を
借
り
て
い
る

世
帯
。

⑤
収
入
が
不
安
定
で
少
な
い
世

帯
。

⑥
災
害
や
長
期
療
養
な
ど
特
別
な

事
情
で
生
活
が
苦
し
く
、
学
校

費
用
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る

世
帯
。

申
込
方
法　

就
学
援
助
申
込
書
を

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
市
学
校
教
育
課
と
各
学
校

に
備
え
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
に

　

市
で
は
、
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

る
方
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

公
共
下
水
道
認
可
区
域

外
で
、
浄
化
槽
を
今
年
3
月
ま
で

に
設
置
さ
れ
る
方
（
事
業
所
・
借

家
な
ど
を
除
く
）。

補
助
金
額　

５
人
槽
＝
33
万
２
千
円

７
人
槽
＝
41
万
４
千
円

10
人
槽
＝
54
万
８
千
円

※
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
さ
れ
る
場
合
、

撤
去
費
用
と
し
て
9
万
円
を
加
算

し
ま
す
。

申
込
方
法　

施
工
業
者
を
通
じ
て

「
浄
化
槽
設
置
届
」
を
提
出
し
た

　

宅
内
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
工
事
や
、
す
で
に
接
続

し
て
い
る
設
備
の
改
造
な
ど
の
工

事
は
市
が
指
定
し
た
「
人
吉
市
下

水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で

な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

　

指
定
工
事
店
で
は
、
工
事
や
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
申
請

を
含
む
全
て
の
手
続
き
を
代
行
し

て
い
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
一
覧
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
水
道
局
下
水
道
課

は
申
込
書
の
ほ
か
各
種
証
明
が
必

要
で
す
。
民
生
児
童
委
員
の
意
見

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

在
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
方
も

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈫

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
教
育
係

年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

送
付
し
ま
す

　

平
成
23
年
中
に
厚
生
年
金
や
国

民
年
金
、
ま
た
は
退
職
を
支
給
理

由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た

方
に
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
「
平
成
23
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
郵
送
し
ま

す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
と
き
の
添
付
書

類
な
ど
で
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付　

年
金

ダ
イ
ヤ
ル
「
☎
０
５
７
０
�

１
１
６
５
」
※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
か
ら
は
「
☎
�
６
７
０
０
‐

１
１
６
５
」

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
㉟
６
１
２
３
）

雇
用
創
出
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　

県
で
は
地
域
の
雇
用
創
出
を
目

的
に
、
企
業
な
ど
が
新
た
に
求
職

者
を
雇
用
し
た
こ
と
に
対
す
る
助

成
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
県
が
認
定
す
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
企
業
な
ど
だ
け
で
な

く
、
人
吉
球
磨
地
域
で
は
新
事
業

展
開
や
新
分
野
進
出
の
た
め
新
た

に
雇
用
し
た
企
業
な
ど
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

１
月
31
日
㈫

問
合
せ　

県
労
働
雇
用
課
総
務
労

働
企
画
班
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３

‐
２
３
３
８
）、
市
商
工
振
興
課

企
業
誘
致
推
進
室

あ
と
「
補
助
金
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
枠
が
終
了
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
水
道
局
下
水

道
課

心
に
元
気
、
届
け
た
い
―
。福
島
県
南
相
馬
市
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
南
相
馬
応
援
人
吉
隊
」
活
動
報
告
③

第５陣メンバー　11/10 ～ 14　　
【左から】鶴田 頼子（吉田病院）、上村 真実（やす
らぎの里）、★源嶋 正人、山下 峯右、早田 篤司（（株）
ライフネット）、村口 桂子（市役所同行職員）、【出発
式欠席】竹下 久美（回生会アゼリア）、田中 麻美子

第７陣メンバー　11/24 ～ 28　　
【左から】告川 咲月（人吉総合病院）、西峯 深（メ
ディケア光永）、沖田 洋介（人吉高校）、神瀬 文夫、
田中 惠美子、速永同志子（市社協同行職員）、【出
発式欠席】山口 京美（外山病院）、★坂本 克彦（県
消防設備保守協会）

　　第４陣メンバー　11/3 ～ 7
【前左から】片瀬 喜美代（デイケアセンター愛生）、
前田 純江（球磨中学校）、川口 弥生（球磨公共職業
安定所）、古内 美夏（市社協同行職員）、【後左から】
堂本 英文（延寿荘）、餅崎 恵一郎、横川 元弘（地
域生活支援センター翠）、★黒木 征二（人吉動物病院）

　　第６陣メンバー　11/17 ～ 21
【前左から】松田 健吾（龍生園）、皆越 良子（市社協）、
★大倉 世（大畑小学校）、宮川 続、【後左から】永
田 祐樹（七日町郵便局）、大平 正和（ケアハウスあ
いせい）、田中 裕一（市社協同行職員）、白石 勝行、
田中信孝市長

人吉市災害救援ボランティア
養成研修活動報告会開催!!
　10月13日から11月28日まで、7陣に分かれて出発した「南相馬応援人吉隊」。
49人の市民ボランティアらが南相馬市で経験した被災地の現状や課題などを
報告し、今後の災害発生時のボランティア活動のあり方を考えます。

日　時　２月４日(土)午後１時30分～
場　所　カルチャーパレス小ホール
内　容　◎各陣の活動報告　映像やサロン活動の再現などを交えての活動報告
　　　　◎南相馬市議会議員・小川尚一氏による講演

問合せ　市社会福祉協議会（☎24-9192）

　

被
災
地
・
南
相
馬
市
で
、
サ
ロ

ン
活
動
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
「
南
相
馬

応
援
人
吉
隊
」
も
最
終
第
７
陣
で

全
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
は
第

４
陣
～
第
７
陣
ま
で
の
メ
ン
バ
ー

の
顔
ぶ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

年
齢
も
職
業
も
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
、
少
し
で
も
南
相
馬
市
に

元
気
を
届
け
よ
う
と
知
恵
を
絞

り
、
力
を
合
わ
せ
て
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

以上、敬称略。★はその隊のリーダー。

詳しい活動内容はこちらで……。
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▲

正
常
な
葉
タ
バ
コ

▲

病
気
に
な
っ
た

　

葉
タ
バ
コ

募　
　

集

病
児
病
後
児
一
時
預
か
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

九
州
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

　

病
児
や
病
後
児
保
育
に
関
す
る

専
門
的
な
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が

開
催
日　

３
月
18
日
㈰

会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

Ｋ
Ｋ
ウ
イ
ン
グ
（
熊
本
市
）

競
技
種
目　

ト
ラ
ッ
ク
種
目
、フ
ィ
ー

ル
ド
種
目
な
ど
。
障
害
種
別
な
ど
に

よ
り
競
技
種
目
が
異
な
り
ま
す
。

参
加
資
格　

平
成
23
年
度
「
日

本
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
連
盟
」、

「
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
」、「
日
本

盲
人
マ
ラ
ソ
ン
協
会
」
の
い
ず
れ
か

に
登
録
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
熊

本
県
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者
の

方
。
そ
の
ほ
か
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

県
立
農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

対
象
者　

新
た
に
農
業
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
を
目
指
す
方
や
農
産

物
販
売
を
目
的
と
し
た
農
業
経
営

を
目
指
す
方
（
お
お
む
ね
63
歳
以

下
）。

研
修
コ
ー
ス

①
プ
ロ
農
家
養
成
コ
ー
ス　

毎
週

３
回
（
火
・
水
・
金
の
午
前
8
時

50
分
～
午
後
４
時
20
分
）
定
員
20

人②
実
践
農
業
コ
ー
ス　

毎
週
２
回

（
月
・
木
の
午
前
8
時
50
分
～
午

後
４
時
20
分
）
定
員
30
人

③
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス　

毎
月
1
回
（
原
則
第
4
水
曜
の
午

後
１
時
30
分
～
４
時
）
定
員
10
人

程
度

研
修
期
間　

４
月
16
日
㈪
～
12
月

12
日
㈬

受
講
料　

無
料

　
　
　
（
教
科
書
代
な
ど
は
実
費
）

申
込
期
間　

１
月
23
日
㈪
～
２
月

３
日
㈮

問
合
せ　

県
立
農
業
大
学
校
研

修
部
（
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐

１
１
８
８
）

文
化
財
防
火
デ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

催 

し 

物

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。
市
内
に
現
存
す

る
文
化
財
の
防
火
防
災
意
識
と
、

文
化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
消
火
訓

練
を
開
催
し
ま
す
。
見
学
は
自
由

で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　

１
月
26
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

願
成
寺

　
　
（
国
指
定
重
要
文
化
財
所
有
）

問
合
せ　

市
歴
史
遺
産
課
保
存
活

用
係

　

高
齢
者
の
介
護
な
ど
地
域
福
祉

を
支
え
る
人
材
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

全
講
座
に
参
加
で
き
る

方
。経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
程　

１
月
30
日
㈪
、
２
月
８
日

㈬
、
２
月
14
日
㈫
、
２
月
22
日
㈬

場
所　

市
社
会
福
祉
協
議
会

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
９
１
９
２
）

外
国
人
住
民
の
方
の

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

教
育
委
員
会
の
事
務
に
関
す
る

点
検
評
価
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

入
札
監
視
委
員
会
定
例

会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
外
国
人
を

対
象
と
し
た
新
た
な
在
留
管
理
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
制
度

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
法
務

省
ま
た
は
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
き
な
ど
の
詳
細
が

分
か
り
次
第
、
広
報
ひ
と
よ
し
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
市
民
課
市
民
係

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.im

m
i-m

o
j.

g
o

.jp
/n

e
w

im
m

iact_1
/

index.htm
l

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.so

u
m

u
.

go.jp/m
ain

_sosiki/jich
i_

gyousei/c-gyousei/zairyu.
htm

l

　

市
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理

と
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
お

よ
び
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、そ
の
報
告
書
を
公
表
し
ま
す
。

　
「
教
育
委
員
会
の
事
務
に
関
す

　

12
月
１
日
㈭
に
人
吉
市
役
所

で
「
平
成
23
年
度
第
２
回
人
吉
市

入
札
監
視
委
員
会
定
例
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
23

年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
に

契
約
し
た
工
事
か
ら
６
件
を
抽
出

し
、
そ
の
入
札
・
契
約
手
続
き
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
さ

れ
た
工
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

抽
出
工
事

➊
中
原
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及

び
大
規
模
改
修
建
築
工
事

➋
中
原
小
学
校
⑫
棟
大
規
模
改
修

電
気
設
備
工
事

➌
紺
屋
町
東
間
線
道
路
補
修
工
事

➍
鶴
田
地
区
汚
水
準
幹
線
枝
線
築

造
工
事

➎
赤
池
送
水
ポ
ン
プ
室
ポ
ン
プ
設

備
改
良
工
事

➏
人
吉
中
核
工
業
用
地
水
路
フ
ェ

ン
ス
設
置
工
事

※
会
議
の
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
市
契
約
管
財
課
の
窓
口

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
セ
ン
タ
ー
は
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
）

【
年
齢
別
活
動
日
】

７
日
㈫　

２
歳
児
（
節
分
）

８
日
㈬　

１
歳
児
（
〃
）

10
日
㈮　

０
歳
児
（
〃
）

14
日
㈫　

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

21
日
㈫　

異
年
齢
児
活
動
日

　
　
　
　
（
お
ひ
な
様
作
り
）

【
特
別
行
事
・
出
前
保
育
な
ど
】

24
日
㈮　

郷
土
料
理
（
講
師
：
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
）
場
所
：
未
定

28
日
㈫　

出
前
保
育

場
所
：
未
定

申
込
・
問
合
せ　

市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
う
ぉ
～
む
・
は
あ

と
」（
さ
ざ
な
み
保
育
園
内
）（
☎

�
７
１
７
７
）

う
ぉ
〜
む
・
は
あ
と

２
月
の
ご
案
内

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
申

告
は
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
！

税
・
料
金

　

事
業
用
償
却
資
産
の
所
有
者
の

方
は
1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る

償
却
資
産
に
つ
い
て
市
長
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
締
切　

１
月
31
日
㈫

対
象　

構
築
物
・
機
械
お
よ
び
装

置
・
船
舶
・
車
両
運
搬
具
・
備
品
・

農
業
用
機
械
な
ど

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係

近
年
、
人
吉
球
磨
地
域
で
栽
培
す

る
タ
バ
コ
に
「
タ
バ
コ
黄
斑
え
そ

病
」
の
被
害
が
拡
大
し
、
収
穫
が

で
き
な
い
ほ
場
が
出
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
黄
斑
え
そ
病
と
は

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
Ｙ
ウ
イ
ル
ス
」
が

原
因
で
感
染
し
ま
す
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
第
一
次

伝
染
源
と
し
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
っ

て
容
易
に
伝
搬
さ
れ
ま
す
。
感
染

す
る
と
葉
脈
が
網
目
状
に
透
化
し

え
そ
が
現
れ
、
奇
形
と
な
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
重
症
株
は
枯

れ
上
が
り
、
収
穫
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

対
策
方
法

【
共
通
】

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ
バ
コ
の
ほ
場
は

離
す
！

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ
バ
コ
の
ほ
場

が
１
０
０
㍍
以
上
離
れ
る
と
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
る
伝
搬
の
危

険
性
が
減
り
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
し
っ
か
り

と
！ア

ブ
ラ
ム
シ
が
盛
ん
に
活
動
す

る
３
～
４
月
が
要
注
意
時
期
で

す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
後
の
ほ
場
清
掃

や
雑
草
対
策
を
お
忘
れ
な
く
！

自
分
の
た
め
周
り
の
た
め
、
ほ

場
管
理
は
最
後
ま
で
手
を
抜
か

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
者
】

種
イ
モ
は
市
販
の
も
の
を
使
用
！

自
家
取
り
の
種
イ
モ
は
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
タ
バ
コ
生
産
者
】

ア
ブ
ラ
ム
シ
飛
来
対
策
を
！

防
虫
ネ
ッ
ト
や
シ
ル
バ
ー
テ
ー

プ
を
設
置
し
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

飛
来
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

感
染
し
た
株
は
す
ぐ
に
処
理
！

感
染
し
た
株
は
早
期
に
根
ご
と

抜
き
取
り
、
焼
却
処
分
な
ど
を

し
て
二
次
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　

市
農
業
振
興
課
農
畜
産

係

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
タ
バ
コ
黄
斑
え
そ
病

〜
タ
バ
コ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
〜

　

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
傍
聴

が
で
き
ま
す
。

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

期
日　

１
月
27
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場　

市
役
所
別
館
2
階
２
０
３

会
議
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
協
会
（
☎
０
９
６
‐

３
８
３
‐
６
５
５
３
、
ＦＡＸ
０
９
６

‐
３
８
３
‐
６
５
５
４
）

で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

２
月
11
日
、
18
日
、
25
日

の
各
土
曜
日

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
18
日
の
み
午
前
９
時
～
）

場
所　

市
役
所
本
館
３
階
第
一
会

議
室

内
容　

子
育
て
支
援
を
取
り
巻
く

環
境
と
心
構
え
、
応
急
処
置
の
基

本
と
実
技
、
病
後
児
の
子
ど
も
の

遊
び
な
ど

対
象
者　

病
児
・
病
後
児
の
子
育

て
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
。

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

２
月
９
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童

福
祉
係

る
点
検
評
価
報
告
書
」
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
市
教
育
総
務
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

昨年の様子（大信寺）

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
契
約
検

査
係

　

入
浴
中
の
死
亡
者
数
は
、
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
数
よ
り
多
く
、
年

間
約
１
万
４
千
人
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
入
浴
中
の
死
亡
事
故
は
、

特
に
冬
場
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
、
安
全
に
入

浴
で
き
る
よ
う
に
、
死
亡
事
故
対
策

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

入
浴
中
の
事
故
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　

寒
さ
で
血
管
が
収
縮
し
、
そ
の
後

熱
い
お
湯
に
入
る
こ
と
で
血
圧
が
上

昇
し
脳
出
血
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
で
起
き
ま
す
。

予
防
す
る
た
め
に
は
？

◆
入
浴
の
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水

を
飲
む
。

◆
脱
衣
所
の
暖
房
を
つ
け
る
。

◆
高
齢
者
が
一
人
で
入
浴
す
る
際
に

は
、
周
囲
の
人
が
声
を
か
け
る
。

入
浴
中
の
事
故
を
発
見
し
た
ら
？

①
大
声
を
出
し
て
助
け
を
求
め
る
。

②
意
識
が
あ
る
か
を
確
認
し
て
、
あ

ご
を
風
呂
の
ふ
ち
な
ど
に
の
せ

る
。（
力
が
あ
れ
ば
水
中
か
ら
引

き
上
げ
る
）

　

あ
と
は
、
救
急
車
を
呼
び
、
心
肺

蘇
生
法
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

６
２
２
４
）

高
齢
者
の
入
浴
中
の

死
亡
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
！
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　市が発注する平成24年度の建設工事、測量コンサルタント、物品製造などの指名競争入札に参加を希望さ
れる業者の方は、参加資格審査申請書を持参または郵送で、受付期間内に提出してください。なお、平成23
年２月から３月に申請された方は、今回は必要ありません。

受付期間 ２月１日（水）～３月15日（木）※土・日曜日、祝日を除く

提出書類

建設工事・測量
コンサルタント

国土交通省統一様式ほか
※提出書類など詳細は市ホームページをご覧ください

物品・役務など
市指定様式の申請書ほか
※様式などは市ホームページからダウンロードできます

問合せ　市契約管財課契約検査係（☎２２– ２１１１　内線２１４１、２１４２、２１４３）

平成 24 年度
人吉市競争入札参加資格審査申請（追加受付）について

ご
存
じ
で
す
か
？

介
護
保
険
関
連
の
所
得
控
除

　

次
の
証
明
書
（
領
収
書
）
な
ど
で
確

定
申
告
・
住
民
税
申
告
を
す
る
と
、
所

得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
障
害
者
控
除
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
65
歳
以
上
の

要
介
護
認
定
者
な
ど
で
寝
た
き
り
度
や

認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当

す
る
場
合
は
、
市
で
認
定
書
（
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
）
を
交
付
し
ま

す
。
こ
の
認
定
の
基
準
日
は
、
申
請
日

の
属
す
る
年
度
の
12
月
31
日
で
す
。
平

成
24
年
度
の
税
申
告
に
使
用
さ
れ
る
場

合
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
控
除
】

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
利
用

し
た
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
自
己
負
担
額

が
控
除
対
象
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
発
行
す
る
証
明
書
（
領
収
書
）
で

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
り
、
自
己
負
担

額
の
半
額
控
除
や
控
除
対
象
外
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
事
業
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
オ
ム
ツ
代

　
「
常
に
オ
ム
ツ
が
必
要
」
と
医
師
が

発
行
し
た
証
明
書
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
今
ま
で
こ
の
所
得
控
除
を
受
け
て

い
る
要
介
護
認
定
者
で
、
市
が
主
治
医

意
見
書
か
ら
「
常
に
オ
ム
ツ
が
必
要
」

と
判
断
で
き
る
方
は
、
市
が
交
付
す
る

確
認
書
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
確
認
書
や
認
定
書
が
必
要
な
方
（
対

象
と
思
わ
れ
る
方
）
は
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

は
、
介
護
保
険
を
運
営
し
て
い
く
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
必
ず
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
そ
の
期
間

に
応
じ
て
下
記
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線
１
２
３
７
）

１年以上滞納すると
介護サービス費用の全額が自己負担になります。
申請すると後日、保険給付分（９割）が支払われます。

１年６か月以上滞納すると
介護サービス費用の全額が自己負担になり、
保険給付（９割）の一部または全部が一時的に差し止められます。

２年以上滞納すると
利用者負担が１割から３割に引き上げられたり、
高額介護サービス費が受けられなくなります。

※災害などの特別な事情により一時的に保険料が納められないときは、徴収の猶予や減免、免除を
　受けられる場合もあります。詳しくはお尋ねください。

試験職種 学校用務職員 特別支援教育支援員
採用予定人員 ２人程度 ２人程度

業務内容
学校施設・設備の点検および営繕に関すること

など 学校生活上の介助、学習指導上の支援など

勤務場所 市内の小・中学校

勤務形態
勤務日数＝月17日以内

勤務時間＝週29時間以内
勤務日数＝週5日以内

勤務時間＝週29時間以内

報酬 日額6,300円 日額6,000円
社会保険など 健康保険・厚生年金保険・雇用保険に加入

雇用期間 4月1日～平成25年3月31日
試験方法 人物試験（面接）
試験日時 2月12日(日)午前9時～
試験場所 市役所別館2階会議室

受験資格
昭和22年4月2日～平成6年4月1日に生まれた
方で、自動車運転免許を所有し本市に居住でき
る方

①昭和22年4月2日～平成4年4月1日に生まれ
た方で、自動車運転免許を所有し本市に居住
できる方

②原則として教員免許状を有する方または平成
　24年3月31日までに教員免許状取得見込みの
　方

受付期間 1月16日(月) ～ 27日(金)※土日を除く

提出書類

履歴書1部（上半身の写真を貼付）
作文「ボランティア活動について考えること」

※400字以内

履歴書1部（上半身の写真を貼付）
作文「特別支援教育に今求められるもの」

※400字以内

作文は自筆で作成すること（パソコン等不可）。作文の提出がない場合受け付けできません。
申込・問合せ 市教育総務課総務係（☎22−2111内線5211） 市学校教育課教育係（☎22−2111内線5221）

学校用務嘱託職員・特別支援教育支援員募集介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

　市では、男女共同参画社会の早期実現に向け、「人吉市男女
共同参画推進計画」の策定を進めており、このたび計画の素案
がまとまりましたので、市民の皆さんに広くご理解をいただく
とともに、計画の素案に対するご意見・ご要望を募集します。
閲覧場所　・市役所本館１階ＡＴＭ設置箇所前
　　　　　・　　〃　　２階地域生活課
提出様式　自由
　　　　　※希望される方には所定様式を準備しています。
提出方法　計画に対する意見、住所、氏名（団体名）、電話番
号などを記入し持参または郵送、ファックス、電子メールで提
出してください。それ以外での意見提出は受け付けできません。
募集期間　１月20日(金) ～２月10日(金)
問 合 せ　〒868－8601  人吉市役所
　　　　　地域生活課 男女共同参画推進室
　　　　　☎22－2111（内線2115）、ＦＡＸ24－7869
　　　　　Ｅ-mail　chiikiseikatu@city.hitoyoshi.lg.jp

人と人とのつながりでつくる
幸せ笑顔のまちづくり

人吉市男女共同参画推進計画への意見募集

期日　１月 28 日
時間　社会福祉のつどい＝午後１時～
　　　地域福祉推進大会＝午後３時～
場所　人吉市カルチャーパレス小ホール

市福祉課福祉政策係（☎ 22 － 2111 内線 1141）

市社会福祉協議会（☎ 24 － 9192）

人吉市社会福祉のつどい
＆

人吉市地域福祉推進大会

講演　午後３時 15 分～
「人吉市、今からの地域福祉」
講師：和田 要氏
　　　 （熊本学園大学社会福祉学部教授）
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平

成
24 年度（平成 23 年

分
）

期　日 対象町内 時　間
２月10日㈮ 鹿目、中神段山【鹿目公民館】

午前９時～午後３時
２月13日㈪

田野、高仁田【田野活性化センター】
東・西大塚【大塚公民館（旧大塚小学校）】

２月14日㈫
矢岳【岳寿館】

午前９時～正午
大野【大野公民館】

２月16日㈭
上・下新、南願成寺、土手、灰久保、新、老神、寺、南、田、上原、麓、
原城、中城、富ヶ尾

午前９時～午後４時

※ 正 午 か ら 午 後1時
までは受付のみ行い
ます。

※午前中に受付をさ
れた方でも、面接が
午後になる場合があ
ります。

２月17日㈮
北・南泉田、二日、五日、七日、九日、大工、鍛冶屋、紺屋、
上・中・下青井

２月20日㈪ 大畑、大畑麓、上漆田
２月21日㈫ 赤池原、赤池水無、赤池水無町外園、蟹作、浪床
２月22日㈬ 上・下田代、下・東漆田
２月23日㈭ 温泉、中神全町内（段山を除く）
２月24日㈮ 上原田全町内、井ノ口
２月27日㈪ 下原田全町内
２月28日㈫ 合ノ原、鶴田、城本、駒井田
２月29日㈬ 上・中・下林
３月１日㈭ 宝来、上・下薩摩瀬
３月２日㈮ 相良、下城本、上・下永野
３月５日㈪ 上・下戸越、矢黒
３月６日㈫ 西間上、蓑野
３月７日㈬ 古仏頂、木地屋、七地
３月８日㈭ 西間下
３月９日㈮ 東間上・下
３月12日㈪ 鬼木
３月13日㈫ 瓦屋
３月14日㈬ 北願成寺
３月15日㈭ 再度面接者
○申告会場　２月10、13、14日は【　】が会場になります。２月16日以降は市役所別館大会議室（西間下町）

が会場です。※混雑解消のため、できる限り対象町内の申告日にご来場ください。

固定資産税課税明細書について
農業や不動産の申告では、固定資産税が経費として認
められる場合があります。昨年５月に納税通知書と一
緒にお送りした固定資産税課税明細書（青色）をお持
ちください。お持ちでない方は、市税務課で発行して
いる名寄帳をお持ちください。

税務署で確定申告をされる方へ
社会保険料控除に使用する国民健康保険税、介護保険
料などの年間の納付合計額を記載した納付確認書を市
納税課で無料発行しています。詳しくは納税課へお問
い合わせください。

申告時にお持ちいただくもの
①事業所得がある方は、収入や必要経費などが確

認できる書類
②源泉徴収票（給与や年金）
③社会保険料、生命保険料などの支払証明書
④医療費控除がある方は、医療機関などの支払証明書
（事前に医療を受けた方ごと、さらに病院・薬局
ごとに分けて計算をしたうえでご来場ください。）

⑤障害者控除を受ける方は障害者手帳など
⑥印鑑
⑦本人の金融機関口座が分かるもの
　（還付申告の場合）

申告受付と面接相談日程

【問合せ】市税務課諸税係（☎２２–２１１１内線１１７５）

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
書
の
送
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方

は
左
ペ
ー
ジ
の
面
接
相
談
日
程
の

対
象
町
内
の
日
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
２
月
１
日
に
配
布

す
る
「
平
成
24
年
度
申
告
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
は
市
役
所
別
館
大
会

議
室
で
す
。
申
告
に
関
し
て
不
明

な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
税

務
課
諸
税
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問　

申
告
Ｑ
＆
Ａ

【
Q1
】
所
得
っ
て
何
で
す
か
？ 

収
入
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
の
？

【
A1
】
所
得
＝
収
入 

― 

必
要
経
費

　

収
入
と
は
、
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
方
の
場
合
は
給
料
の
手
取
り

金
額
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
差
し

引
か
れ
る
前
の
金
額
で
す
。
自
営

業
の
方
の
場
合
は
総
売
り
上
げ
の

金
額
で
す
。
対
象
期
間
は
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
で
、
そ
の

間
の
総
額
で
す
。
収
入
を
得
る
た

め
に
は
経
費
が
か
か
る
た
め
、
収

入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た

残
り
が
所
得
に
な
り
ま
す
。
公
的

年
金
な
ど
の
雑
所
得
や
生
命
保
険

の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所

得
、
不
動
産
所
得
な
ど
も
同
様
で

す
。
な
お
、
給
与
や
年
金
の
経
費

は
、
家
事
に
使
う
分
と
必
要
経
費

の
区
別
が
困
難
で
簡
単
に
は
算
出

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
法
の
速
算
表
で
算

出
さ
れ
ま
す
。

【
Q2
】所
得
控
除
っ
て
何
で
す
か
？

【
A2
】
所
得
か
ら
生
活
に
必
要
な

経
費
を
差
し
引
く
制
度
で
す
。

　

同
じ
所
得
の
方
に
そ
の
ま
ま
課

税
す
る
こ
と
は
公
平
な
課
税
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
扶
養
親
族
の
有
無
、

社
会
保
険
料
な
ど
の
必
要
な
経
費

は
い
く
ら
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

人
的
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
所
得

か
ら
生
活
に
必
要
な
経
費
を
差
し

引
く
制
度
が
所
得
控
除
で
す
。
所

得
控
除
に
よ
っ
て
税
を
担
う
力
の
差

に
よ
る
負
担
の
不
均
衡
を
調
整
し
、

よ
り
公
平
な
課
税
が
で
き
ま
す
。

【
Q3
】
所
得
税
と
住
民
税
の
違
い

は
？

【
A3
】
所
得
税
は
国
税
、
住
民
税

は
地
方
税
で
す
。

　

所
得
税
は
、
源
泉
徴
収
（
天
引

き
）
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金

と
実
際
の
税
額
を
比
べ
、
過
不
足

額
を
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
自

ら
確
定
申
告
し
、
精
算
し
て
国
に

納
め
ま
す
。
給
与
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
毎
月
一
定
額
を
源
泉
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
、
12
月
に
会
社

の
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
は
申
告
書
や
給
与
支
払

報
告
書
、
年
金
支
払
報
告
書
な
ど

の
課
税
資
料
を
基
に
前
年
の
所
得

に
対
し
て
翌
年
人
吉
市
が
課
税

し
、
市
や
県
に
納
め
ま
す
。

　

市
や
県
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

接
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
仕
事
に
必
要
な
経
費
は

広
く
一
般
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
住
民
税
に
は
地

域
の
会
費
の
性
格
を
持
つ
均
等
割

が
あ
り
、
所
得
税
と
比
べ
て
所
得

控
除
の
額
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Q4
】
平
成
23
年
分
の
所
得
証
明

書
は
い
つ
か
ら
も
ら
え
ま
す
か
？

【
A4
】
平
成
24
年
６
月
か
ら
発
行

で
き
ま
す
。

　

市
町
村
が
発
行
す
る
所
得
証
明

書
は
、
前
年
中
の
所
得
に
対
し
て

課
税
し
た
内
容
の
証
明
で
す
。
住

民
税
（
市
県
民
税
）
を
課
税
し
納

税
通
知
書
を
発
行
し
た
後
に
な
り

ま
す
。
人
吉
市
で
は
毎
年
６
月
か

ら
発
行
で
き
ま
す
。

【
Q5
】
人
吉
市
の
住
民
税
は
、
ほ

か
の
市
町
村
よ
り
高
い
の
で
は
？

【
A5
】
住
民
税
は
全
国
的
に
標
準

税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

人
吉
市
の
住
民
税
が
特
に
高
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所

得
税
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、

平
成
19
年
度
か
ら
市
民
税
６
％
、

県
民
税
４
％
の
税
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。

【
Q6
】
年
の
途
中
で
ほ
か
の
市
町
村

に
引
っ
越
し
た
場
合
の
住
民
税
は
？

【
A6
】
そ
の
年
の
分
は
人
吉
市
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

住
民
税
は
そ
の
年
の
１
月
１
日

現
在
の
住
所
地
で
、
前
年
中
の
所

得
を
基
に
１
年
分
の
住
民
税
を
課

税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Q7
】
亡
く
な
っ
た
方
の
住
民
税

は
？

【
A7
】
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
住
所
が
あ
る
方
に
対
し

て
、
そ
の
住
所
地
の
市
町
村
が
課

税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方
に
は

翌
年
の
住
民
税
の
納
税
義
務
が
発

生
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
月
１
日

に
亡
く
な
っ
た
方
や
１
月
１
日
現

在
住
所
が
な
い
方
も
同
様
で
す
。

　

し
か
し
、
１
月
２
日
以
降
に
亡

く
な
っ
た
方
の
住
民
税
（
亡
く
な

る
前
の
年
の
所
得
に
対
す
る
税

金
）
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市県民税
介護保険料
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

申告の
ご案内
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紅白タラコごはん

【材　料】（幼児1人分）

【作り方】

レシピ

・紅白タラコごはん
  （花さかじいさんごはん）

・和風ミートローフ
・切り干しダイコンと
   桜えびのコンソメ煮

・豆腐と三つ葉のおすまし
・きんかん・黒豆

　

子
ど
も
た
ち
の
「
お
い
し
か
っ

た
。
ま
た
作
っ
て
ね
」
は
魔
法
の

言
葉
。

　

ど
ん
な
に
忙
し
く
給
食
を
作
っ

て
も
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
は
う

れ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
お
正
月
気
分
を
少
し
だ

け
取
り
入
れ
た
「
紅
白
タ
ラ
コ
ご

は
ん
」（
別
名
・
花
さ
か
じ
い
さ

ん
ご
は
ん
）を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
枯
れ
木
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
」
と
ご
は
ん
の
上
に
パ
ッ

と
散
っ
た
ピ
ン
ク
と
白
の
花
び
ら

に
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
で
す
。
タ

ラ
コ
の
う
っ
す
ら
ピ
ン
ク
色
が

い
っ
そ
う
お
い
し
さ
を
ひ
き
た
て

ま
す
。

　

き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔

が
見
ら
れ
ま
す
よ
。

６時間目

　このコーナーでは、人吉市保育園連盟給食部会
の皆さんのご協力のもと、子どもはもちろん大人
もニッコリの保育園給食メニューを紹介していき
ます。６時間目はお正月気分を少しだけ取り入れ
たメニューが登場です。

こんなメニューにしてみました。
「おせち風ランチ」

～花さかじいさんごはん～

タラコ…………… 腹
かまぼこ（紅）…… 10g
かまぼこ（白）…… 10g

サラダ油…… 小さじ1
バター……………少々
ごはん………… 140g

協力：人吉市保育園連盟給食部会

①タラコは薄皮を取る。かまぼこは3
～ 5mmの厚さに切り、紅・白それぞ
れ花の形に抜く。②フライパンを熱し
て油をひき、弱火にしてバターを入れ
タラコを炒める。③…➋をごはんと混
ぜる。型抜きして皿に盛り、かまぼこ
の花を飾ったらできあがり☆

医療のお話し

今月のドクター
人吉市医師会 理事　

耳
よ
り
な
話

ふかみ耳鼻咽喉科　深水　浩三

　
「
耳
」

　

耳
は
解
剖
学
上
、
外が

い
じ耳
（
耳
の

穴
）・
中ち

ゅ
う
じ耳
（
外
耳
道
突
き
当
た

り
の
鼓
膜
の
さ
ら
に
奥
の
空
洞
部

分
）・
内な

い
じ耳
（
中
耳
の
さ
ら
に
奥

の
聴
こ
え
や
め
ま
い
の
神
経
の
部

分
）
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

外
耳
の
病
気
は
、
お
風
呂
あ
が

り
な
ど
に
耳
を
触
り
過
ぎ
る
事
が

原
因
の
外
耳
湿
疹
が
多
い
よ
う
で

す
。
耳
そ
う
じ
は
、
で
き
れ
ば
耳

か
き
な
ど
耳
の
穴
よ
り
小
さ
い
も

の
で
、
つ
ま
よ
う
じ
や
釘
な
ど
硬

い
も
の
・
傷
つ
け
や
す
い
も
の
は

使
用
し
な
い
こ
と
。
ま
た
耳
の
穴

と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
大
き
い
綿
棒

は
耳
あ
か
を
押
し
込
む
こ
と
は

あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
を
。
月
に
１
回
か
３

カ
月
に
１
回
程
度
の
そ
う
じ
で
十

分
で
す
。
ち
な
み
に
耳
の
穴
か
ら

鼓
膜
ま
で
は
約
3
・
5
㌢
㍍
で
、

手
前
３
分
の
１
の
軟
骨
部(

触
っ

て
も
痛
く
な
い)

に
の
み
耳
あ
か

は
あ
り
ま
す
。
骨
部
外
耳
道(

奥

の
触
る
と
痛
い
部
分)

は
入
れ
過

ぎ
で
す
。
お
子
さ
ま
の
場
合
は
、

耳
の
入
り
口
の
見
え
る
所
だ
け
そ

う
じ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
中
耳
の
病
気
の
代
表
は

中
耳
炎
で
し
ょ
う
か
。
鼻
を
か
ん

だ
り
す
す
っ
た
り
し
た
と
き
に
鼻

咽
腔
の
細
菌
が
耳じ
か
ん管
（
耳
と
鼻
と

の
道
）
を
通
り
感
染
し
ま
す
。
耳

の
穴
か
ら
水
や
シ
ャ
ン
プ
ー
が
入
っ

て
も
中
耳
炎
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
耳
炎
の
治
療
に
は
鼻
の
治
療
が

必
至
で
す
。
た
だ
し
、
水
泳
時
の

中
耳
炎
は
身
体
が
冷
え
て
鼻
を
か

ん
だ
た
め
発
症
す
る
の
で
、
薬
を

使
え
ば
一
週
間
ほ
ど
で
聴
こ
え
を

含
め
て
良
く
な
り
ま
す
。
鼻
風
邪

や
副
鼻
腔
炎
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
鼻
か
み
・

す
す
り
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
耳

の
閉
塞
感
や
耳
鳴
り
も
鼻
の
せ
い

で
す
。

　

鼻
の
症
状
の
あ
る
人
が
、
も
し

夜
中
に
耳
が
痛
く
な
っ
た
ら
解
熱

鎮
痛
剤
で
軽
減
し
ま
す
。
子
ど
も

の
急
性
中
耳
炎
は
、
風
邪
症
状
が

発
症
し
て
三
日
後
く
ら
い
に
突
然

発
熱
を
伴
い
耳
が
痛
く
な
り
ま
す
。

痛
み
も
熱
も
一
日
で
改
善
し
ま
す

が
、症
状
が
軽
く
な
る
だ
け
で
治
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
滲し
ん
し
ゅ
つ
せ
い
ち
ゅ
う
じ
え
ん

出
性
中
耳
炎
や
慢
性
中
耳

炎
に
移
行
す
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　

内
耳
の
異
常
で
は
、
難
聴
や
め

ま
い
が
代
表
で
す
。

　

早
く
治
療
開
始
す
る
と
治
る
確

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
遅
く
て
も

３
週
間
以
内
、
で
き
れ
ば
３
日
以

内
に
病
院
を
受
診
し
加
療
開
始
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
鼻
」

　

鼻
の
病
気
で
多
い
の
は
副
鼻
腔

炎
と
ア
レ
ル
ギ
ー
。

　

時
々
で
も
鼻
を
か
む
、
鼻
を
す

す
る
人
は
異
常
で
す
。
鼻
と
い

う
「
傷
口
」
が
腫
れ
て
鼻
づ
ま
り

が
起
こ
り
、
水
鼻
や
粘
っ
こ
い

鼻
・
青
鼻
は
そ
の
傷
口
か
ら
汁
が

出
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
が
鼻
の
奥
か
ら
咽
喉
に

流
れ
込
む
の
で
、
せ
き
や
せ
き
払

い
、
た
ん
の
絡
み
と
な
り
ま
す
。

鼻
と
頭
の
神
経
が
同
じ
な
の
で

頭ず
じ
ゅ
う
か
ん

重
感
・
頭
痛
・
肩
こ
り
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
咽
頭
痛
や
の
ど
の

違
和
感
も
起
こ
り
ま
す
。
苦
し
く

な
い
の
は
慣
れ
の
部
分
も
大
き
い

よ
う
で
す
。

　

鼻
血
も
嫌
な
病
気
の
一
つ
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
鼻
の
入
り
口
を

指
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
傷
を
つ
け
た

も
の
で
す
。
上
を
向
く
と
血
が
鼻

の
中
に
た
ま
っ
た
り
、
咽
喉
に
流

れ
込
み
苦
し
く
な
っ
た
り
、
さ
ら

に
血
を
飲
み
込
む
と
気
分
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
た
め
、
下
を
向
い

て
く
だ
さ
い
。
５
分
ほ
ど
で
止
ま

り
ま
す
。血
を
見
る
の
が
嫌
な
ら
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
小
指
の
先
く
ら
い

鼻
に
挿
入
し
小
鼻
の
部
分
を
し
ば

ら
く
抑
え
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

止
血
し
て
も
す
ぐ
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
取
ら
な
い
よ
う
に
。

　
「
咽
喉
頭
・
頚
部
」

　

魚
の
骨
・
声
が
れ
・
頚
部
の
腫

れ
・
の
ど
の
違
和
感
な
ど
の
話
は

次
の
機
会
に
。

応募・問合せ　〒 868-8601　人吉市麓町 16 番地　秘書課広報広聴係（☎ 22–2111 内線 2208）
　　　　　　　E メール hisyo@city.hitoyoshi.lg.jp

立
たてやま

山 陽
ひ な た

葵ちゃん（下原田町瓜生田）

H22.６.20生 (１歳)

◎
写
真
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、子
ど
も（
３

歳
ま
で
）
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、
保
護
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
一

言
コ
メ
ン
ト
（
20
字
以
内
）
を
、
メ
ー
ル
か

郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
高

い
画
質
・
サ
イ
ズ
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

「
お
そ
う
じ
大
好
き
！
元
気

満
点
わ
ん
ぱ
く
か
な
た
で

す
！
」

藤
ふじもと

本 佳
か な た

大くん（北泉田町）

H22.８.３生 (１歳)

「
も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ
ん
♥

赤
ち
ゃ
ん
か
わ
い
が
り
ま

す
！
」

「
き
車
と
た
い
こ
が
大
好
き

で
す
」

松
まつおか

岡 隼
としふみ

史くん（下青井町）

H 21.１.６生 (２歳)

新門美香さん
（成人式）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

を
迎
え
て
は
じ
め
て
の
「
広

報
ひ
と
よ
し
」
発
行
で
す
。

今
年
も
市
か
ら
の
情
報
を
分

か
り
や
す
く
、
ま
た
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
広
報
紙
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
辰
」
と

い
う
こ
と
で
、
天
に
昇
る
龍

の
よ
う
に
、
日
本
中
が
元
気

に
な
れ
る
よ
う
な
一
年
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。あ
と
、

「
画が

り
ょ
う
て
ん
せ
い

竜
点
睛
を
欠
く
」
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
広
報
紙
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

「今年は潜水士の資格を取り
たい」と話す新門さんは、人
吉下球磨消防本部に勤務する
消防職員。今回はりりしい制
服姿からあでやかな晴れ着姿
に変身！
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１月
16 ㈪ 広報配布

17 ㈫

18 ㈬

19 ㈭

20 ㈮ こころの健康セミナー（カルチャーパレス）

21 ㈯

22 ㈰

23 ㈪

24 ㈫ “かがやき”づくりトーク（南寺町町内会館）

25 ㈬

26 ㈭ 文化財防火デー消火訓練（願成寺）

27 ㈮

28 ㈯ 人吉市社会福祉のつどい＆人吉市地域福祉推進大
会（カルチャーパレス）

29 ㈰

30 ㈪

31 ㈫

２月

１ ㈬ 広報配布、「人吉球磨は、ひなまつり」スタート（～
3月31日）、ひとよし植木市（石野公園、～ 17日）

２ ㈭

３ ㈮

４ ㈯ 災害支援ボランティア養成研修活動報告会（カル
チャーパレス）

５ ㈰

６ ㈪

７ ㈫

８ ㈬

９ ㈭

10 ㈮

11 ㈯ 建国記念の日、人吉市制施行70周年記念式典（カ
ルチャーパレス）

12 ㈰

13 ㈪ “かがやき”づくりトーク（赤池水無公民館）

14 ㈫

15 ㈬ 広報配布

２月の休日在宅医行事カレンダー

人吉市の住民基本台帳人口
平成 23 年 12 月末日現在

※（ ）は前月比

※外国人登録者は含みません

人の動き

総　数　35,570 人（＋ 15 人）
　男　　16,411 人（−   2 人）
　女　　19,159 人（＋ 17 人）
世帯数　15,701 世帯

（＋ 3 世帯）

5 ㈰
光 永 医 院 �２３６６
ふ か み 耳 鼻 咽 喉 科 �１１２６
増 田 ク リ ニ ッ ク �３５７０

11 ㈯
手 塚 病 院 �５２７１
豊 永 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 �２０３１
人 吉 総 合 病 院 小 児 科 �２１９１

12 ㈰
伊 津 野 医 院 �３０６６
三 浦 整 形 外 科 医 院 �３４０１
た か は し 小 児 科 内 科 医 院 �２２２２

19 ㈰
球 磨 病 院 �３１２１
瀬 戸 産 婦 人 科 医 院 �２１３７
や ま む ら 医 院 ㊺０００５

26 ㈰
田 中 医 院 �６１２７
上 原 整 形 外 科 医 院 �２５３７
公 立 多 良 木 病 院 小 児 科 ㊷２５６０

救急病院
外 山 胃 腸 病 院 �３２２１
球 磨 病 院 �３１２１

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

２月の乳幼児健診
市保健センター健康政策係

受付時間　３歳・１歳８か月＝午後０時 30 分～１時 10 分
　　　　　３か月・７か月＝午後０時 30 分～１時 20 分
※母子健康手帳、バスタオル、３歳児は尿もお持ちください。

健 診 対　象　者 日 程
３歳 平成20年８月生 ７日㈫

３か月 平成23年10月生 14日㈫
７か月 平成23年６月生 21日㈫
1歳 8 か月 平成22年５月生 28日㈫

市・県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）

介護保険料（第７期）
後期高齢者医療保険料（第７期）
【納期限】１月 31 日（火）

１月の納税
　納税には便利で確実

な口座振替をご利用く

ださい。 納税通知書 ・

通帳 ・ 通帳印を持って

市納税課 （⑧番窓口）・

金融機関、 郵便局でど

うぞ。

２月の休日当番薬局

5 ㈰
エ ス エ ス 堂 瓦 屋 店 �６５５０
宝 来 調 剤 薬 局 �６８８４
五 日 町 薬 局 �６２２８

11 ㈯ コ コ 薬 局 �７９９５
さ く ら 調 剤 薬 局 人 吉 店 �７８５１

12 ㈰ み ず き 薬 局 �６９７１
た ん ぽ ぽ 薬 局 �６１７０

19 ㈰ あ お い 調 剤 薬 局 ㉜７６７７
エ ス エ ス 堂 き り ん 本 町 薬 局 ㊺６３３０

26 ㈰ 安 民 堂 薬 局 西 間 店 �２４８１
多 良 木 い ち ご 薬 局 ㊷６８８８

年中無休 清 風 は な み ず き 薬 局 �３７３９
※変更になることがあります。 当日ご確認ください。

ひとりで悩まず、まず相談！

相談は無料で秘密は厳守されます。
何でもご相談ください。

相談名 日　　時 場　　所 その他 問合せ先

無料法律相談
2月7日㈫午前10時～午後3時 予約のご連絡をいただいた

際にご案内します。 予約制 市市民課くらし安心相談係
（市消費生活センター）2月21日㈫午前10時～午後3時

くらしの相談 1月24日㈫午前10時～正午 市消費生活センター 市市民課くらし安心相談係
（市消費生活センター）

もの忘れ相談 2月13日㈪午後3時～ 市役所厚生室 予約制 市高齢者支援課介護予防係
（市地域包括支援センター）

心配事相談 2月2日㈭午後1時30分～ 4時 市総合福祉センター 予約制 市社会福祉協議会
☎24-9192

こころの健康相談
2月9日㈭午後2時～ 3時

人吉保健所 予約制 人吉保健所保健予防課
☎22-31072月24日㈮午後2時～ 3時

心配ごと・無料
法律相談会 1月24日㈫午後1時～ 4時 ポッポー館

（あさぎり町商工コミセン）
予約があれ

ば優先します
あさぎり町商工観光課
☎49-9211

年金出張相談

2月2日㈭
午前9時20分～午後3時 多良木町役場

予約制
先着60人

八代年金事務所
お客様相談室
☎0965-35-6123

受付=㈪～㈮
　　　午前9時～午後5時

2月16日㈭
午前9時20分～午後3時 カルチャーパレス

2月23日㈭
午前9時20分～午後3時 カルチャーパレス 予約制

先着45人

「相続登記はお済
みですか月間」無

料相談会
2月9日㈭午前10時～午後3時 市消費生活センター 予約があれ

ば優先します
市市民課くらし安心相談係

（市消費生活センター）

○無 料 法 律 相 談＝相談時間はおひとり30分程度です。相談員：弁護士
○ く ら し の 相 談 ＝行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、ま

た、くらしに関するお悩みなどの相談に応じます。
○ も の 忘 れ 相 談＝「もの忘れ」や「認知症」など、もの忘れに関する心配に

対してご相談に応じます。
○心 配 事 相 談 所＝生活上の法律に関する相談に、司法書士会がご協力します。
○こころの健康相談＝こころの健康について、ご相談ください。
○心配ごと・無料法律相談会＝借金問題、相続、土地家屋などの日常生活に関わ
　　　　　　　　　　　　　　る心配事について相談に応じます。
○八代年金事務所年金出張相談所＝年金に関するご相談に応じます。
○「相続登記はお済みですか月間」無料相談会＝県司法書士会主催で相続登記に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関する無料相談会を開催します。

問合せ
人吉市消費生活センター

（市市民課くらし安心相談係）

ひとりで悩まず
早めの相談

くらしのお困り
ごとについて解
決 のお 手 伝 い
をします。
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

人吉市制施行 70 周年

【問合せ】　市企画課企画政策係（☎ 22-2111 内線 2225・2226）

 

新
し
き
を
知
る
―
。

過
去
を
温
め
て
、

 2012.2.11 Sat.

２/10　　式典前夜祭記念コンサート

青島広志・小野勉がおくる
「オペラから日本の歌まで」

　開場 18:30　開演 19:00　カルチャーパレス

「題名のない音楽会」「世界一受けたい授業」などのテレビ番組でおなじみの
青島広志氏がオペラや歌曲をテーマにおおくりする楽しいコンサート！

２/11　　市制施行 70 周年記念式典
　開式 13:00　カルチャーパレス
　● 70 年のあゆみ（ビデオフィルム上映）●名誉市民推戴（日野熊蔵氏）
　●市政功労者表彰　など

70 周年記念特別対談＆パネルディスカッション
「人吉の光・日本の光を未来へ」

　開演 14:45 予定

本市が生んだ偉人・元読売巨人軍監督の川上哲治氏の偉業をたたえ、日本プ
ロ野球界の記録男・金田正一氏を特別ゲストに、元読売巨人軍・末次利光氏

（人吉市まちづくり親善大使）と田中信孝人吉市長の 3 人による特別対談を
開催。終了後、まちづくり親善大使によるパネルディスカッションも行います。

入場
無料

金

土

Hiroshi Aoshima

Masaichi Kaneda

青島　広志
昭和 30 年東京都に生まれる。こ
れまでに作曲した作品は 200 曲
に及ぶ。ピアニスト・指揮者とし
ての活動も 35 年を超え、最近は
コンサートやイベントのプロデュ
ースを数多くこなす。

金田　正一
昭和 8 年愛知県に生まれ
る。享栄商業高校卒業後、
プロ野球へ。国鉄スワロー
ズを経て、巨人で活躍。昭
和 44 年現役引退。監督、
評論家となる。昭和 63 年
野球殿堂入り。

特別ゲスト
神崎　邦子

（ＮＰＯ法人代表）
原口　　泉

（志學館大学 人間関係学部教授）
大瀬　克博

（元 富士電機システムズ㈱会長）
原　　　聰

（元 外務省 特命全権大使（関西担当））
末次　利光

（元 読売巨人軍選手）
（１月 10 日現在）

親善大使

（建国記念の日）


